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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年3月21日(2008.3.21)

【公開番号】特開2002-229295(P2002-229295A)
【公開日】平成14年8月14日(2002.8.14)
【出願番号】特願2001-29412(P2001-29412)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｇ０３Ｇ  15/01    １１１Ｚ
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３５０　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７２　
   Ｈ０４Ｎ   1/12    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月5日(2008.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　複数の像形成体、
　該複数の像形成体の各々に対応して設けられ、前記像形成体の各々を駆動する複数の像
形成体駆動モータ、
　前記複数の像形成体に対向して設けられた中間転写体、
該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
　前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画
像形成装置であって、
前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制御
可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
における前記像形成体の移動距離と前記中間転写体の移動距離とが同一になるような前記
制御を行う
ことを特徴とする画像形成装置。
　　【請求項２】　複数の像形成体、
　該複数の像形成体の各々に対応して設けられ、前記像形成体の各々を駆動する複数の像
形成体駆動モータ、
　前記複数の像形成体に対向して設けられた中間転写体、
該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
　前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画
像形成装置であって、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制
御可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
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における前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同一になるような前記制御を行
う
ことを特徴とする画像形成装置。
　　【請求項３】　可視画像を形成する像形成体、
　前記像形成体を駆動する像形成体駆動モータ、
　前記像形成体に対向して設けられ、前記可視画像を記録紙へ転写する中間転写体、
　該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画像
形成装置であって、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制
御可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
における前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同一になるような前記制御を行
う
ことを特徴とする画像形成装置。
　　【請求項４】　前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
には、前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが所定の速度まで増加する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
　　【請求項５】　前記制御手段は、前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同
一になるように、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの定常作動時の制
御を行うことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
　　【請求項６】　前記制御手段は、停止時に、前記像形成体駆動モータよりも早く前記
中間転写体駆動モータをオフすることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記
載の画像形成装置。
　　【請求項７】　前記像形成体駆動モータ及び前記中間転写体駆動モータとしてステッ
ピングモータ又はＤＣモータを用いたことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１項
に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
１．複数の像形成体、
　該複数の像形成体の各々に対応して設けられ、前記像形成体の各々を駆動する複数の像
形成体駆動モータ、
　前記複数の像形成体に対向して設けられた中間転写体、
該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
　前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画
像形成装置であって、
前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制御
可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
における前記像形成体の移動距離と前記中間転写体の移動距離とが同一になるような前記
制御を行う
ことを特徴とする画像形成装置。
２．複数の像形成体、
　該複数の像形成体の各々に対応して設けられ、前記像形成体の各々を駆動する複数の像
形成体駆動モータ、
　前記複数の像形成体に対向して設けられた中間転写体、
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該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
　前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画
像形成装置であって、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制
御可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
における前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同一になるような前記制御を行
う
ことを特徴とする画像形成装置。
３．可視画像を形成する像形成体、
　前記像形成体を駆動する像形成体駆動モータ、
　前記像形成体に対向して設けられ、前記可視画像を記録紙へ転写する中間転写体、
　該中間転写体を駆動する中間転写体駆動モータ及び、
前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを制御する制御手段を有する画像
形成装置であって、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータとを独立して制
御可能な方法で制御を行い、
　前記制御手段は、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時
における前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同一になるような前記制御を行
う
ことを特徴とする画像形成装置。
４．前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの立ち上がり時には、前記像形
成体の周速と前記中間転写体の周速とが所定の速度まで増加する
ことを特徴とする前記１ないし３のいずれか１項に記載の画像形成装置。
５．前記制御手段は、前記像形成体の周速と前記中間転写体の周速とが同一になるように
、前記像形成体駆動モータと前記中間転写体駆動モータの定常作動時の制御を行うことを
特徴とする前記１ないし４のいずれか１項に記載の画像形成装置。
６．前記制御手段は、停止時に、前記像形成体駆動モータよりも早く前記中間転写体駆動
モータをオフすることを特徴とする前記１ないし５のいずれか１項に記載の画像形成装置
。
７．前記像形成体駆動モータ及び前記中間転写体駆動モータとしてステッピングモータ又
はＤＣモータを用いたことを特徴とする前記１ないし６のいずれか１項に記載の画像形成
装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【００６６】
　　【発明の効果】
　請求項１、４、５、６又は７の発明により、像形成体と中間転写体とを独立して制御す
ることが出来るので、これらの起動時、定常作動又は停止時における、立ち上がり特性又
は立ち下がり特性に応じた制御が可能になり、像形成体駆動モータ又は中間転写体駆動モ
ータに余分な負荷トルクがかかることが防止される。その結果、これらのモータとして必
要最小限のパワーを持つものを使用することが可能になり、また、消費電力を少なくする
ことができて、コスト低減及び消費エネルギーの低減が実現される。複数の像形成体と中
間転写体とを用いるカラー画像形成装置においては、中間転写体駆動モータに像形成体の
駆動系の負荷全体がかかって、中間転写体駆動モータの負荷トルクが大きくなる場合があ
るが、前記請求項の発明により、カラー画像形成装置において中間転写体にかかる余分な
負荷を確実に避けることが可能になり、コストの低減、消費エネルギーの低減が確実に実
現される。
　また、感光体の移動距離と中間転写体の移動距離とが同一になるように制御するので、
立ち上がり時における中間転写体駆動モータにかかる余分な負荷が極めて良好に除去され
る。
　請求項２、３又は４の発明により、像形成体と中間転写体とを独立して制御することが
出来るので、これらの起動時、定常作動又は停止時における、立ち上がり特性又は立ち下
がり特性に応じた制御が可能になり、像形成体駆動モータ又は中間転写体駆動モータに余
分な負荷トルクがかかることが防止される。その結果、これらのモータとして必要最小限
のパワーを持つものを使用することが可能になり、また、消費電力を少なくすることがで
きて、コスト低減及び消費エネルギーの低減が実現される。複数の像形成体と中間転写体
とを用いるカラー画像形成装置においては、中間転写体駆動モータに像形成体の駆動系の
負荷全体がかかって、中間転写体駆動モータの負荷トルクが大きくなる場合があるが、前
記請求項の発明により、カラー画像形成装置において中間転写体にかかる余分な負荷を確
実に避けることが可能になり、コストの低減、消費エネルギーの低減が確実に実現される
。
　また、請求項２、３、４、５、６又は７の発明により、立ち上がり時おける感光体の周
速と中間転写体の周速とが同一になるように制御するので、立ち上がり時における中間転
写体駆動モータにかかる余分な負荷が極めて良好に除去される。
　請求項５の発明により、感光体の周速と中間転写体の周速とが同一になるように制御す
るので、定常作動時における中間転写体駆動モータにかかる余分な負荷が極めて良好に除
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去される。
　請求項５の発明により、停止時において中間転写体駆動モータにかかる余分な負荷が極
めて良好に除去される。
　請求項６の発明により、停止時に中間転写体駆動モータにかかる余分な負荷がなくなり
、中間転写体駆動モータにかかる負荷が軽減される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

